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書　評

と っ て も貴重な資料 と視点 を提供 して く

れ る本で あ る。 学校教育の あ り方を対象

化 しよ うとしなが ら， 身体を通 したそれ

へ の 直接的分析を避 け，観念的な身体論

で や り過 ごそ うと しが ちな教育社会学者

に と っ て ，豊富な歴史資料 に基づ い た丹

念 な論考で 編まれ た本書は，身体およ び

体育 に着 目する必要性，面 白さを十二 分

に感得で きる書物とな っ て い る 。
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■　書 評 　■

多賀　太 ［著］

r男性の ジ ェ ン ダー 形成一
〈男 ら しさ〉の 揺 らぎの なかで

一
』

大阪女子大学 木村　涼子

　 教育社会学に お い て ， 〈女性 と教育〉

研究か ら 〈ジ ェ ン ダーと教育〉研究 へ と

い う研究潮流 の 進展が あ っ た こ とは ， い

くつ かの レヴ ュ
ーがまとめ た とお りで あ

る。
フ ェ ミニ ズ ム を背景 とした女性学的

研究は ， これ まで軽視 されがちで あ っ た

女性の 視点を重 視 したたあ に ， 研究対象

も女性に か た よ りが ちで あ っ たが ， そ う

した く女性と教育〉研究の 蓄積の 上に，

性差別は女性の み にか かわ る こ とで はな

く，男性を も含めた社会的 ・文化的性別

お よび男女の 関係性へ と研究の 関心を広

げ る必要が あ る との 認 識が 生 まれ て き

た 。 また，か っ て は，女性学的な研究は

女性研究者がや る もの とい っ た，メ イ ン ・

ス トリーム か らの 「ゲ ッ トー化」現象が

あ っ たが ， ジ ェ ン ダー研究 とい っ た ネー

ミ ン グが 用 い られ る よ うに な っ た 頃か

ら， 男性研究者 もこ の 領域に参加するよ

うに な っ た。

　 しか しなが ら， 現在で もなお ， ジ ェ ン

ダーを問題設定の 基本 と しつ つ も，その

研究関心が主 と して女性に 向け られ て い

る こ とは多い 。 女性研 究者が 日常生 活か

ら問題意 識を発展 させ た場合 に そ うな る

こ とは ，良 くも悪 くも自然なな りゆきと

もい え る 。 しか し， 女性の みを研究対象

とする こ とは，女性研 究者の み な らず ，

80年代末以降 ジ ェ ンダー
に関す る調査や

研究に たずさわり始め た男性研究者の 中

に も見 られ る傾向で あ っ た 。 著者は ， そ

う した状況下で ，男性研究者 として ，男

性の ジ ェ ン ダー
形成に焦点を あて て 研究

を重 ね て こ られ た 。 こ の 著作 は， まず

は ， 男性の おかれて い る状況 に 真正面か

ら取 り組んだ とい う点 で ，貴重な教育社

会学的研究成果 と位置付け る こ とがで き

よ う 。

　本書は ， 全 9章で構成 されて い る 。 ご

く簡潔に 全体の ね らい と構成を提示 した

序章に始ま り，第 1章で は ジ ェ ン ダー形

成研究に 関わ る主要概念の定義 と，男性

の ジ ェ ン ダー形成を分析す る視点お よび

意義が整理 され る。 第 1章で 最 も重 要な

問題設定 は，現代社会を 「多元的変動社

会」 と と らえ る点 に あ るだ ろ う。
「多元
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的変動社会」 とは ，「ジ ェ ン ダー
に 関す

る異な る イデオ ロ ギー
， すなわち具体的

に は性差別主義 と反性差別主義が ， 互い

の 正 当性 を 争 っ て 錯 綜 す る社会」 （24

頁）を意味す る。
「多 元 的変動社会」 概

念 は ，
「ジ ェ ン ダーの 可変性」 をよ り明

確化す る た め に 用 い られ る。 第 2 章で

は，「多元 的変動社会」 に おける 「ジ ェ

ン ダー
形成」 を説 明す る とい う観点か

ら， これ まで の 性役割の 社会化研 究が批

判的に 検討 され，従来の 研究が もっ 不充

分点 を克服す る た め に ， 生 活 史的ア プ

ロ
ーチの 有効性が主張され る 。 つ づ く第

3章で は ， ジ ェ ン ダー形成を研究テ
ー

マ

とす る生活史的ア プ ロ
ーチに関 して ， 理

論的枠組み が整理 されて い る 。

　第 4 章，第 5章 ， 第 6章で は ， 以上 の

枠組み に の っ と っ て の 生活史の 事例分析

が 展開され る 。 第 4章で は 「抑圧」 「抵

抗」 が ，第 5章で は 「葛藤」 が，第 6章

で は 「多様性」 が キー ワ
ー ドと して位置

付け られ，生活史データの 分析が おこ な

われて い る 。 最後に 、 改めて 性役割の 社

会化研究 と比較す るこ とに よ っ て ，本研

究の 成果 と課題が提示され る 。

　 本書 は，「ジ ェ ン ダ ー
」 に は じま り

「男性性／ 女 性性」 「男性規範／女性規

範 1「「規範 的男 性性 ／規範 的女 性性」

「ジ ェ ン ダー規 範」 「ジ ェ ン ダ ー秩序」

「ジ ェ ン ダー意 識」 「ジ ェ ン ダー規範意

識」 な ど ， 分析概念 に つ い て の 整理 を緻

密 に お こ な っ て い る 。 ま た，「ジ ェ ン

ダー形成」 とい う研究テー
マ にか かわる

理 論枠組みお よび方法論の 整理 と検討に

つ い て ，そ れを主 た る 目的と した章で あ

る 4 つ の 章 （1 ・2 ・ 3 ・7 章）は もち

ア46

うん ， 事例研究の 各章 （4 ・5 ・6章）

に おい て も，多 くの 紙数が 費やされて い

る 。 そ れ らの 整理 ・ 検討は非常に て い ね

い に ， か っ 手際よ くお こなわれて お り，

評者を含め， ジ ェ ン ダー研究をお こな う

研究者が共通認識を っ くる上 で 参考 とな

る こ とが多い と思われ る 。 本書全体か

ら，
「男性の ジ ェ ン ダ ー

形成」 研究の 基

盤 を固 め た い とい う意欲が 伝わ っ て く

る 。

　ただ ，その
一

方で ， 概念や理論枠組み

の て い ねい さ と比 して ，中心 とな る生活

史分析があ っ さ りして お り，読み手 と し

て は物足 りなさが の こ る 。 生活史データ

の 分析に おい て も著者の 手堅 さ ・ 手際よ

さが発揮 され て い るが ，そ の こ とがか

え っ で生活史研究 の 深み やお も しろみを

抑制 して しま っ て い るよ うな 印象を もっ

た 。 生活史データの 分析に っ いて は さま

ざまな方法が ありうる の で ， これ は ， 評

者の 「ない もの ねだ り」 か もしれない 。

しか し， 感覚的な表現で 申し訳ない が，

概念や 枠組み の 整理 に み られ る 「ね ば

り」 が ， 生活史分析 に も適応 され た とす

れ ば，「語 り」 が持 っ 豊か さをよ り引き

出せ たの で は， とい う期待がの こ っ た 。

　男性 に焦点を当て たジ ェ ンダー
形成研

究の 著作が誕生 した 。 こ こ か ら，
「女性」

「男性」 を 別個に 分析す る の で は な く，

「男女の 関係性」 に 焦点を 当て た研究 を

さ らに発展 させ て い くこ とが， ジ ェ ン

ダー研 究 に たず さわ るもの の 共通 の課 題

で あろ う。
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